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1．仕訳入力におけるインボイス対応 

   
2023年10月以降の伝票において、仕入先が適格請求書（インボイス）発行事業者であるかどうかを 
自動で確認し、仕入税区分の自動判定・セットがされます。 
判定するキーとなる情報は、取引先、補助科目、摘要欄内の登録番号です。 
またそれに伴い、免税事業者からの仕入に関する消費税区分を追加しております。 

概要 

 事前設定 
 ・会計マスタ登録にて国税庁API連携設定 
 
 判定要素 
 ・取引先により判定 
 ・補助科目により判定 
 ・摘要欄内、Tから始まる登録番号で判定 
 ・適格チェックボックスにて手動判定 
 
 免税事業者からの仕入用税区分 
 ・課税売上対応免税仕入(80%控除) 内税/外税 10％/軽減8%  
 ・共通対応免税仕入(80%控除)  内税/外税 10％/軽減8% 
 ・非課税売上対応免税仕入(80%控除)  内税/外税 10％/軽減8% 
 ※F7税区分マスタ登録にて設定 

対応画面  
・仕訳伝票入力  ・総勘定元帳(画面) 
・現金出納帳入力 ・預金出納帳入力 
・出納帳入力(摘要) ・出納帳入力(科目) 
・仕訳入力(単一) ・仕訳入力(単一2) 
・仕訳入力(単一3) ・会計日記帳入力 
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① 

② 

③ 

   
① 免税事業者からの仕入（内税）の場合、税込110,000円と入力 → 税額は8,000円になる（税抜金額は102,000円） 
② 免税事業者からの仕入（外税）の場合、税抜100,000円と入力 → 税額は8,000円になる 
③ 課税事業者からの仕入（外税）で、税抜100,000円（税額10,000円）と入力した後、免税事業者からの仕入に変更          
→ 税抜102,000円・税額8,000円になる（税込金額は110,000円） 

免税事業者からの仕入 入力例 

1．仕訳入力におけるインボイス対応 
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課税仕入の自動判別を行う場合、F7‐1会計マスタ登録メニューにある 
「国税庁APIとの連携でインボイス発行事業者から課税仕入の自動判別を行う」にcheckを入れます。 

内容 

• 国税庁APIとの連携を行い、仕入先が免税事業者の場合の
税区分を自動設定する機能を、使用するかどうかの設定が
できます 

• 初期設定では「利用しない」設定になっています 
※取引先での自動判別を行う場合は「取引先別残高管理」 
 が必須となります 

1-0．国税庁APIとの連携設定 
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1－1．取引先マスタを利用する場合 

   
取引先マスタを利用し税区分を自動判定・取得します。 
予め登録済みの取引先マスタの内容に従い、適格請求書発行事業者である取引先が 
取引先欄にセットされた場合、自動で適格チェックを行い、税区分をセットします。 
※取引先での自動判別を行う場合は「取引先別残高管理」が必須となります(前ページ参照) 

内容 

入力取引先がインボイス事業者と
判定された場合は、自動で従来の   
仕入税区分がセットされます 

入力取引先がインボイス事業者と
判定されない場合は、自動で免税
事業者等インボイス以外の仕入税
区分がセットされます 

※「テスト企業」：インボイス事業者 
  「毎朝新聞」：免税事業者 
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1－2．補助科目マスタを利用する場合 

   
補助科目マスタを利用し税区分を自動判定・取得します。 
 
予め登録済みの補助科目マスタの内容に従い、適格請求書発行事業者である取引先が 
補助科目欄にセットされた場合、自動で適格チェックを行い、税区分をセットします。 

内容 

入力補助科目がインボイス事業者
と判定された場合は、自動で従来
の仕入税区分がセットされます 

入力補助科目がインボイス事業者
と判定されない場合は、自動で免
税事業者等インボイス以外の仕入
税区分がセットされます 

※「テスト企業」：インボイス事業者 
  「毎朝新聞」：免税事業者 
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1－3．どちらも利用しない場合 

   
取引先マスタ、補助科目マスタのどちらも利用しない場合、 
摘要欄内のTから始まる13桁の番号により、税区分を判定します。 

内容 

※「テスト企業」：インボイス事業者 
  「毎朝新聞」：免税事業者 

摘要文字に含まれるTから始まる 
13桁番号から、インボイス事業者と
判定された場合は、自動で従来の仕
入税区分がセットされます 

摘要に番号が含まれない、または 
インボイス事業者と判定されない 
場合は、自動で免税事業者等インボ
イス以外の仕入税区分がセットされ
ます 
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1－4．「適格」チェックボックスを利用する場合 

   
「適格」チェックボックスが追加され、チェックボックスを選択／未選択状態にすることで、 
仕入税区分をインボイス／インボイス以外に切り替えることができるようになります。 

内容 
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1－5．単一系仕訳入力画面への適用 

   
単一系の仕訳入力画面についても同仕様となります。 
仕入先が適格請求書発行事業者であるかを自動で確認し、仕入税区分が判定・セットされます。 
また、適格チェックボックスにて選択／未選択状態にすることで仕入税区分をインボイス／インボイス 
以外に切り替えられることが可能です。 

内容 

 
対象画面  
仕訳入力(単一)  
仕訳入力(単一２)  
仕訳入力(単一３)  
仕訳入力(資金収支表示)【公益・社福】  
会計日記帳入力  

取引先マスタ・補助科目マスタ・摘要の登録番号を確認 
➜登録番号からインボイス事業者と判定された場合は従来の仕入税区分
を自動でセット 
 
➜登録番号がない、または登録番号からインボイス事業者と判定されな
い場合は、免税事業者等インボイス以外の仕入税区分を自動でセット 

適格のチェックボックスを選択／未選択にすることで、仕入税区分を対応す
るインボイス／インボイス以外の税区分に変換することができます。 
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① 
③ 

② 
③ 

   
現預金出納帳取込で税区分の指定ができるようになります。また、適格のチェックボックスを選択／ 
未選択状態にすることで、インボイス／インボイス以外の仕入税区分の指定ができるようになります。 

内容 

① 
• 税区分を指定する場合は、略称を入力します 
• 税区分の指定がない場合は科目のデフォルトの税区分で、指定がある場合は指定された税区分で仕訳を作成します。 

② 適格のチェックボックスが選択のときは従来の仕入税区分で、未選択のときは免税事業者等インボイス以外の仕入税区分で 
仕訳を作成します。 

③ 税区分を従来の課税仕入税区分で指定していて、適格のチェックボックスが未選択のときは、指定された仕入税区分を対応
する免税事業者等インボイス以外の仕入税区分に変換して、仕訳を作成します 

1－6．現預金出納帳取込への適用 
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Excel摘要仕訳取込で適格のチェックボックスが追加され、これを選択／未選択状態にすることで、 
インボイス／インボイス以外の仕入税区分の指定ができるようになります。 

内容 

摘要が仕入に関するもののとき、 
• 適格のチェックボックスが選択の場合は、従来の仕入税区分で仕訳を作成します。 
• 適格のチェックボックスが未選択の場合は、免税事業者等インボイス以外の仕入税区分に変換して仕訳を作成します。 

1－6．Excel摘要仕訳取込への適用 
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2．マスタ設定／適格請求書発行事業者の検索と登録 

   
取引先マスタ登録、補助科目マスタ登録を行うに際しての補助機能をご準備しております。 
手法としては以下の通りです。 

概要 

取引先マスタ登録、補助科目マスタ登録共、 
 
・入力した会社名から登録番号・住所を検索、自動セット 
 
・入力した登録番号から、会社名と略称、住所を自動セット 
 
・国税庁適格請求書発行事業者公表(検索)サイトへのリンク 
 
を利用し、効率よくマスタ登録が行なえます。 
 
＜備考＞ 
・半角カタカナを含む会社名・住所で検索が可能です 
・会社名の法人等略称は除去されて検索されます(㈱、㈲など) 
・検索結果を選択した際、略称がすでに入力済みの場合は上書きされません 
・取引先マスタについては、郵便番号を入力する事で住所の自動セットが可能です 
※すでに住所１が入力されているときは、郵便番号を入力しても住所は上書きされません 
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2－1．取引先マスタ登録 ①企業名から検索・登録 

   
取引先マスタ登録時における補助機能の紹介です。 
会社名、略称から登録番号、住所を検索・自動セットすることができます。 

内容 

①正式名称 か 略称 で 
F4参照 押下 

②検索ダイアログが開くので、会社名と住所を入力して検索 

③事業者を選択して、F8選択を押下 

④選択した事業者の会社名、登録番号が自動でセットされます 
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2－1．取引先マスタ登録 ②登録事業者番号から検索・登録 

   
取引先マスタ登録時における補助機能の紹介です。 
登録番号を入力することで、会社名、略称、住所を自動でセットします。 

内容 

①登録事業者番号を入力 

②エンターボタンを押下することで、
企業名、略称、住所が自動セットさ
れます。 
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「F6 請求書発行時仕訳設定」を押下すると、請求書発行時の仕訳設定画面が開きます。 
発展請求書システムでの請求書発行時に、設定内容に従って仕訳が自動作成されます。 

内容 

2－1．取引先マスタ登録 ③請求書発行時の仕訳設定 

エンターキーで、前行項目をコピーできます 
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取引先マスタはデータ取込みが可能です。 
下記ひな形に合わせＣＳＶデータを作成し、Ｆ7－3取引先マスタ取込より取込みます。 

内容 

2－1．取引先マスタ登録 ④取引先マスタの取込み 

CSVの配列については、発展会計ヘルプサイトをご参照願います。 
 
・発展会計ヘルプサイト 取引先マスタ取込 
http://help.bizup.jp/BZ/kg/f07/10050028 
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2－2．補助科目マスタ登録 ①企業名から検索・登録 

   
補助科目マスタ登録時における補助機能の紹介です。 
会社名、略称から登録番号、住所を検索・自動セットすることができます。 

内容 

①正式名称 か 略称 で 
F4参照 押下 

②検索ダイアログが開くので、会社名と住所を入力して検索 

③事業者を選択して、F8選択を押下 

④選択した事業者の会社名、登録番号が自動でセットされます 
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補助科目マスタ登録時における補助機能の紹介です。 
登録番号を入力することで、会社名と略称が自動セットされます。 

内容 

① 登録番号を入力 

2－2．補助科目マスタ登録 ②登録事業者番号から検索・登録 

② 会社名が正式名称と略称に自動セットされる 
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